
(57)【要約】

【課題】簡単な構造を有する２ストロークエンジンの創

出。

【解決手段】２ストロークエンジンが燃焼室（５）を備

えたシリンダ（２）を有する。当該燃焼室は、クランク

ケース（３）内で回転可能に支承されたクランクシャフ

ト（２５）を駆動するピストン（７）によって画定され

る。２ストロークエンジンが電磁弁（１８）を配した燃

料系路（１４）を有する。電磁弁（１８）は制御装置に

よって制御される。燃焼空気を供給するためにエアダク

ト（２７）を設ける。２ストロークエンジンは、所定の

ピストン位置で燃焼室（５）をクランクケース（３）と

接続する少なくとも一つの移動管路（１２）を有する。

燃焼室（５）に突き出た点火プラグ（８）の点火を引き

起こす点火モジュール（２０，３０）を設ける。電磁弁

（１８）と当該電磁弁（１８）の制御装置を点火モジュ

ール（２０，３０）に一体化する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ ス ト ン （ ７ ） に よ っ て 画 定 さ れ る 燃 焼 室 （ ５ ） を 形 成 す る シ リ ン ダ （ ２ ） を 備 え 、 電
磁 弁 （ １ ８ ） を 配 し た 燃 料 タ ン ク （ １ ３ ） か ら 燃 料 を 供 給 す る た め の 燃 料 系 路 （ １ ４ ） を
備 え 、 燃 焼 空 気 を 供 給 す る た め の エ ア ダ ク ト （ ２ ７ ） を 備 え 、 ピ ス ト ン （ ７ ） の 所 定 位 置
で 上 記 燃 焼 室 （ ５ ） を ク ラ ン ク ケ ー ス （ ３ ） と 接 続 す る 少 な く と も 一 つ の 移 送 管 路 （ １ ２
） を 備 え 、 上 記 燃 焼 室 （ ５ ） に 突 き 出 た 点 火 プ ラ グ （ ８ ） の 点 火 を 引 き 起 こ す 点 火 モ ジ ュ
ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） を 備 え る ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン で あ り 、 上 記 ピ ス ト ン （ ７ ） は ク ラ ン
ク ケ ー ス （ ３ ） 内 に 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た ク ラ ン ク シ ャ フ ト （ ２ ５ ） を 駆 動 し 、 上 記 電 磁
弁 （ １ ８ ） が 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ 、 上 記 電 磁 弁 （ １ ８ ） と 当 該 電 磁 弁 （ １ ８ ） の 制
御 装 置 を 上 記 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） に 一 体 化 す る 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 電 磁 弁 （ １ ８ ） を 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） と 共 に 共 通 の ケ ー ス （ ３ ５ ， ３ ６
） 内 に 配 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） と 電 磁 弁 （ １ ８ ） と を 一 緒 に 鋳 造 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） に Ｃ Ｐ Ｕ を 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ２ ０ ， ３ ０ ） を 移 送 管 路 （ １ ２ ） の 範 囲 に て シ リ ン ダ （ ２ ） に 接
し 配 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 電 磁 弁 （ １ ８ ） の 上 流 に 燃 料 ポ ン プ （ １ ６ ， ４ ２ ， ４ ９ ） を 配 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 燃 料 ポ ン プ （ １ ６ ， ４ ２ ， ４ ９ ） が 、 パ ル ス 系 路 （ ２ ２ ， ３ ２ ， ５ ０ ） を 介 し て 、
圧 力 が 変 動 し て 掛 か る ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン （ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ） の 範 囲 と 接 続 さ れ
て い る 膜 ポ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 電 磁 弁 （ １ ８ ） が 圧 力 調 整 器 （ ３ ９ ） を 介 し て 燃 料 ポ ン プ （ １ ６ ） と 接 続 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 圧 力 調 整 器 （ ３ ９ ） が 戻 り 系 路 （ １ ５ ） を 介 し て 燃 料 タ ン ク （ １ ３ ） と 接 続 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 燃 料 ポ ン プ を 点 火 モ ジ ュ ー ル （ ３ ０ ） に 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ９
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 パ ル ス 系 路 （ ３ ２ ） を 移 送 管 路 （ １ ２ ） に 連 通 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載
の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 燃 料 ポ ン プ （ １ ６ ） を 燃 料 タ ン ク （ １ ３ ） 内 に 配 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ９ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 燃 料 ポ ン プ （ ４ ２ ） を ク ラ ン ク ケ ー ス （ ３ ） に 接 し 配 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～
９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 パ ル ス 系 路 （ ２ ２ ） を ク ラ ン ク ケ ー ス （ ３ ） に 連 通 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 又
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は １ ３ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 エ ア ダ ク ト （ ２ ７ ） に 絞 り 弁 （ ２ ８ ） を 方 向 転 換 可 能 に 支 承 し 、 燃 料 ポ ン プ （ ４ ９ ） を
絞 り 弁 ケ ー ス （ ３ ４ ） 内 に 配 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 パ ル ス 系 路 （ ５ ０ ） を エ ア ダ ク ト （ ２ ７ ） の た め の 接 続 突 部 （ ４ ７ ） 内 に 形 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 電 磁 弁 （ １ ８ ） を 電 気 が 流 れ て い な い 状 態 で 開 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １
６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 電 磁 弁 （ １ ８ ） が 移 送 管 路 （ １ ２ ） に 突 き 出 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 電 磁 弁 （ １ ８ ） の 下 流 に 噴 射 ノ ズ ル （ ４ ３ ） を 配 し 、 当 該 噴 射 ノ ズ ル が 移 送 管 路 （ １ ２
） に 突 き 出 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ２ ス ト ロ ー ク エ ン
ジ ン 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 電 磁 弁 を 噴 射 ノ ズ ル （ ４ ３ ） に 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の ２ ス ト
ロ ー ク エ ン ジ ン 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン 、 特 に パ ワ ー ソ ー 、 デ ィ ス ク サ ン ダ ー ／ グ ラ イ ン ダ 等 の
手 動 操 作 作 業 器 具 の た め の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ８ ９ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｄ Ｅ １ ０ ２ ２ ０ ５ ５ ５ Ａ １
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 対 応 す る 特 許 文 献 ２ か ら 、 電 子 制 御 噴 射 弁 を 介 し て 燃 料 が 供 給 さ れ る ２ ス
ト ロ ー ク エ ン ジ ン が 公 知 で あ る 。 噴 射 弁 は 噴 射 ノ ズ ル で も っ て 移 送 管 路 に 連 通 す る 。 噴 射
は ピ ス ト ン の 所 定 位 置 に て 回 転 数 に 依 存 し て 行 わ れ る 。 そ れ ゆ え 、 噴 射 弁 の 制 御 装 置 は 、
ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 回 転 数 を 算 出 す る 装 置 と 接 続 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 簡 単 な 構 造 を 有 す る ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン を 創 出 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 請 求 項 １ の 特 徴 部 分 の 特 徴 構 成 を 備 え た ２ ス ト ロ
ー ク エ ン ジ ン に よ っ て 解 決 さ れ る 。
　 点 火 モ ジ ュ ー ル は 点 火 プ ラ グ の 点 火 を 作 動 さ せ る 。 そ の た め に 点 火 モ ジ ュ ー ル は 、 ク ラ
ン ク シ ャ フ ト の 回 転 数 に よ っ て ピ ス ト ン の 所 定 位 置 に 電 圧 を 誘 導 す る コ イ ル を 有 す る 。 誘
導 さ れ た 電 圧 の 時 間 経 過 か ら ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 回 転 数 が 算 出 さ れ る 。 そ れ ゆ え に 誘 導 電
圧 は 電 磁 弁 の 制 御 の た め の 入 力 信 号 と し て 用 い ら れ 得 る 。 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 簡 単 な
構 造 は 、 弁 と 当 該 弁 の 制 御 装 置 を 点 火 モ ジ ュ ー ル に 一 体 化 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-200534 A 2006.8.3



そ れ に よ っ て 弁 、 制 御 装 置 及 び 点 火 モ ジ ュ ー ル の 間 の 接 続 ラ イ ン を 省 略 す る こ と が で き る
。 組 み 立 て 費 用 、 特 に 部 品 の 系 路 接 続 の た め の 費 用 が 低 減 し 、 部 品 を 系 路 接 続 す る 際 の ミ
ス の 可 能 性 が 著 し く 減 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と り わ け 弁 は 点 火 モ ジ ュ ー ル と 共 に 共 通 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 さ れ て い る 。 し か し な が ら
、 点 火 モ ジ ュ ー ル と 弁 を 一 緒 に 鋳 造 す る こ と も 目 的 に 適 っ て い る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル に Ｃ Ｐ
Ｕ を 、 要 す る に 中 央 演 算 処 理 装 置 （ Central Processing Unit） を 一 体 化 す る こ と が 合 理
的 で あ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ を 介 し て 点 火 プ ラ グ の 点 火 タ イ ミ ン グ も 電 磁 弁 を 介 し た ２ ス ト ロ ー ク エ
ン ジ ン へ の 燃 料 供 給 の タ イ ミ ン グ も 制 御 さ れ る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル に お け る Ｃ Ｐ Ｕ の 配 置 に
よ っ て 燃 料 取 り 込 み と 点 火 が 規 制 さ れ 互 い に 調 整 さ れ 得 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 最 適 な
作 動 状 態 が も た ら さ れ る 。 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン を 配 す る 器 具 の 制 御 さ れ る べ き 別 の プ ロ
セ ス も Ｃ Ｐ Ｕ に よ っ て 行 わ れ 得 る 。 パ ワ ー ソ ー 等 の 手 動 操 作 作 業 器 具 の 場 合 、 こ れ は 例 え
ば グ リ ッ プ ヒ ー タ ー の 制 御 や 作 業 器 具 を ア フ タ ー サ ー ビ ス す る 際 の 運 転 デ ー タ の 収 集 及 び
選 別 の た め の そ の 準 備 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 点 火 モ ジ ュ ー ル が 移 送 管 路 の 範 囲 に お い て シ リ ン ダ に 接 し て 配 さ れ て い れ ば 、 有 利 で あ
る 。 こ の 範 囲 に お い て 弁 は 燃 料 を 移 送 管 路 内 に も た ら す 。 点 火 プ ラ グ に 対 す る 経 路 を 短 く
形 成 す る こ と が で き る 。 同 時 に 点 火 モ ジ ュ ー ル を フ ァ ン 車 の 周 辺 範 囲 に 配 置 す る こ と が で
き 、 点 火 モ ジ ュ ー ル の 冷 却 が 良 好 に 行 わ れ る 。 弁 の 上 流 側 に 燃 料 ポ ン プ を 配 置 す る こ と が
想 定 さ れ る 。 当 該 燃 料 ポ ン プ は 燃 料 タ ン ク か ら 燃 料 を 弁 に 移 送 す る の に 用 い ら れ 、 ２ ス ト
ロ ー ク エ ン ジ ン に 取 り 込 ま れ る 燃 料 が 或 る 圧 力 に あ り 良 好 に 噴 霧 さ れ る こ と を 配 慮 す る 。
燃 料 ポ ン プ が 、 圧 力 が 変 動 す る ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 範 囲 と パ ル ス 経 路 （ Impulseleitu
ng） を 介 し て 接 続 す る 膜 ポ ン プ で あ れ ば 、 有 利 で あ る 。 そ れ で 膜 ポ ン プ の 駆 動 の た め に 補
助 エ ネ ル ギ ー を 要 せ ず 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン に お い て 存 在 す る 圧 力 変 動 を 用 い る こ と が
で き る 。 こ れ は バ ッ テ リ ー 等 の 補 助 パ ワ ー 供 給 を 自 由 に 用 い る こ と が で き な い 手 動 操 作 作
業 器 具 に お い て 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 弁 が 圧 力 調 整 器 を 介 し て 燃 料 ポ ン プ と 接 続 さ れ て い れ ば 、 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 簡
単 に 弁 で 一 定 の 圧 力 が 保 証 さ れ る 。 と り わ け 圧 力 調 整 器 は 戻 り 系 路 を 介 し て 燃 料 タ ン ク と
接 続 さ れ て い る 。 圧 力 が 高 す ぎ る 場 合 、 燃 料 は タ ン ク に 流 れ 戻 り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 燃 料 ポ ン プ が 点 火 モ ジ ュ ー ル に 一 体 化 さ れ る 場 合 、 有 利 な 配 置 が 生 じ る 。 そ の 際 、 パ ル
ス 経 路 が 移 送 管 路 に 連 通 さ れ て い れ ば 、 有 利 で あ る 。 そ れ に よ っ て 、 パ ル ス 経 路 の た め の
短 路 が 生 じ 、 パ ル ス 経 路 に お け る 圧 力 低 下 が 僅 か で あ っ て 良 好 な ポ ン プ 成 果 と な る 。 点 火
モ ジ ュ ー ル は 単 に 燃 料 経 路 だ け で 燃 料 タ ン ク に つ な が れ な け れ ば な ら な い 。 燃 料 の た め の
更 な る 経 路 接 続 は 必 要 な く 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 簡 単 な 構 造 と 簡 単 な 組 み 立 て が も た
ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 燃 料 ポ ン プ を 燃 料 タ ン ク 内 に 配 す る こ と も 目 的 に 適 っ て い る 。 こ れ に よ
っ て ポ ン プ の 始 動 が 楽 に な る 。 し か し な が ら 燃 料 ポ ン プ を ク ラ ン ク ケ ー ス に 配 す る こ と も
で き る 。 パ ル ス 経 路 を 特 に ク ラ ン ク ケ ー ス に 連 通 し 、 燃 料 ポ ン プ が ク ラ ン ク ケ ー ス に 配 さ
れ る 際 、 当 該 パ ル ス 経 路 を 燃 料 ポ ン プ の 接 続 フ ラ ン ジ に 一 体 化 す れ ば 、 目 的 に 適 っ て い る
。 こ れ に よ っ て パ ル ス 経 路 で 高 圧 が 達 成 さ れ 、 良 好 な ポ ン プ 成 果 が 達 せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 エ ア ダ ク ト に 絞 り 弁 を 旋 回 可 能 に 支 承 し て 、 燃 料 ポ ン プ を 絞 り 弁 ケ ー ス に 配 す る こ と が
想 定 さ れ る 。 そ の 際 、 パ ル ス 経 路 を エ ア ダ ク ト 用 接 続 突 部 に 形 成 さ れ て い る の が 目 的 に 適
っ て い る 。 そ れ に よ っ て パ ル ス 経 路 の た め に 別 個 の 系 路 乃 至 ケ ー ブ ル を 必 要 と せ ず 、 パ ル
ス 経 路 を 短 く 形 成 す る こ と が で き る 。 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 運 転 で 、 絞 り 弁 ケ ー ス の 範
囲 に お い て 低 め の 温 度 が 占 め る の で 、 燃 料 ポ ン プ の 冷 却 が よ り 一 層 良 好 と な る 。 そ れ に よ
っ て 燃 料 に 発 生 す る 気 泡 が 低 減 さ せ ら れ 得 る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン を 簡 単 に 始 動 さ せ る こ と を 保 証 す る た め に 、 電 流 の 通 じ て い な い
状 態 で 弁 を 開 く こ と が 想 定 さ れ る 。 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 始 動 の 際 、 始 め に 弁 に 電 圧 が
か か っ て い な い 。 電 圧 は 手 動 始 動 に よ っ て 点 火 モ ジ ュ ー ル に 誘 導 さ れ な け れ ば な ら な い 。
電 流 が 通 じ ず 閉 じ た 弁 を 開 く た め に 電 圧 が 十 分 と な る ま で は 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 始
動 は 可 能 で な い 。 こ れ に 対 し て 、 電 流 の 通 じ て い な い 状 態 で 開 い た 弁 の 場 合 、 か か っ て い
る 低 圧 の も と で 燃 料 が 燃 料 室 へ 吸 引 可 能 で あ り 、 点 火 可 能 な 混 合 が 素 早 く 準 備 可 能 で あ る
。 弁 が 移 送 管 路 に 突 き 出 て い れ ば 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 移 送 管 路 に 配 さ れ た 点 火 モ
ジ ュ ー ル が コ ン パ ク ト に 組 み 立 て ら れ 得 る 。 同 時 に 移 送 管 路 に お け る 弁 の 位 置 は 、 可 燃 性
混 合 を 生 じ る た め 及 び 燃 料 を 注 油 の た め に ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 取 り 込 む た め に 、 好 都 合 で
あ る 。 弁 の 下 流 側 に 、 移 送 管 路 に 突 き 出 た 噴 射 ノ ズ ル を 配 す る の が 、 目 的 に 適 っ て い る 。
噴 射 ノ ズ ル の 配 置 は 、 燃 料 の 噴 射 と 、 そ れ ゆ え に 混 合 処 理 を 改 善 可 能 で あ る 。 と り わ け 弁
が 噴 射 ノ ズ ル に 一 体 化 し て 組 み 入 れ ら れ る こ と で 、 部 品 数 が 減 ら さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 さ れ た ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン は 、 ボ ル ト ３ ７ を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス ３ に 連 結
さ れ て い る シ リ ン ダ ２ を 備 え て い る 。 シ リ ン ダ ２ 内 で は 、 図 １ で 破 線 で 示 さ れ た ピ ス ト ン
７ が 往 復 動 支 承 さ れ 、 図 １ で 破 線 で 表 示 さ れ た 連 接 棒 ３ ８ を 介 し て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ３ 内
で ク ラ ン ク シ ャ フ ト 軸 線 １ ０ 回 り に 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た ク ラ ン ク シ ャ フ ト ２ ５ を 駆 動 す
る 。 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン １ は 、 当 該 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン に 燃 焼 空 気 を 供 給 す る 取 り 入
れ 口 ４ を 備 え る 。 こ の た め に 取 り 入 れ 口 ４ は 適 切 に 、 図 １ に は 不 図 示 の ピ ス ト ン ポ ケ ッ ト
を 介 し て 少 な く と も 一 つ の 移 送 管 路 １ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 移 送 管 路 １ ２ は ピ ス ト ン ７ の
下 死 点 の 範 囲 で 区 連 句 ケ ー ス ３ を 燃 焼 室 ５ と 接 続 す る 。 ピ ス ト ン ポ ケ ッ ト は 取 り 入 れ 口 ４
を 、 燃 焼 室 ５ に 連 通 す る 移 送 管 路 １ ２ の 端 部 と ピ ス ト ン ７ の 上 死 点 の 範 囲 で 接 続 す る 。 燃
焼 室 ５ か ら 排 気 ガ ス が 排 出 口 ６ を 通 っ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 燃 焼 室 ５ に 、 系 路 １ ９ を 介 し て 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ と 接 続 さ れ た 点 火 プ ラ グ ８ が 突 き 出
て い る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 移 送 管 路 １ ２ の 範 囲 に お い て シ リ ン ダ ２ に し っ か り 固 定 さ
れ て い る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 、 不 図 示 の コ イ ル を 有 す る 積 層 鉄 心 ２ ６ を 備 え て い る 。
当 該 積 層 鉄 心 は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ２ ５ に し っ か り 固 定 さ れ た フ ァ ン プ ロ ペ ラ １ １ （ 図 １
で 破 線 で 示 す ） の 周 囲 に 配 置 さ れ て い る 。 フ ァ ン プ ロ ペ ラ １ １ は そ の 周 囲 に 少 な く と も 一
つ の 磁 石 ２ １ を 備 え 、 積 層 鉄 心 ２ ６ の コ イ ル に 電 圧 を 誘 導 す る 。 誘 導 さ れ た 電 圧 は 点 火 プ
ラ グ の 点 火 を 引 き 起 こ す 。 点 火 時 点 の 決 定 の た め に 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 、 ２ ス ト ロ ー ク
エ ン ジ ン １ の 回 転 数 と 無 関 係 に 点 火 時 点 を 制 御 し 得 る 制 御 装 置 、 特 に Ｃ Ｐ Ｕ を 備 え て い る
。 制 御 装 置 は 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ の ケ ー ス ３ ５ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ に お い て 電 磁 弁 １ ８ が 一 体 化 し て 組 み 入 れ ら れ て い る 。 電 磁 弁 １ ８
は 特 に 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ の ケ ー ス ３ ５ に 配 さ れ て い る 。 し か し な が ら 電 磁 弁 １ ８ は 点 火
モ ジ ュ ー ル ２ ０ と 共 に 鋳 造 可 能 で あ る 。 電 磁 弁 １ ８ は 、 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ に 同 様 に 一 体
化 さ れ た 制 御 装 置 （ 好 適 に は 点 火 時 点 も 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ ） に よ っ て 制 御 さ れ る 。 電 磁 弁 １
８ は 移 送 管 路 １ ２ に 連 通 す る 。 電 磁 弁 １ ８ は 、 燃 料 タ ン ク １ ３ に 配 さ れ た 燃 料 ポ ン プ １ ６
と 燃 料 貯 留 部 １ ７ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 燃 料 系 路 １ ４ に よ っ て 供 給 さ れ る 。 燃 料 貯 留 部
１ ７ は 有 利 に は 、 戻 り 系 路 １ ５ を 介 し て 燃 料 タ ン ク １ ３ と 接 続 さ れ て い る 圧 力 調 整 器 ３ ９
を 備 え て い る 。 燃 料 ポ ン プ １ ６ は パ ル ス 系 路 ２ ２ を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス 内 部 空 間 と 接 続
さ れ て い る 。 燃 料 ポ ン プ １ ６ は 膜 ポ ン プ と し て 形 成 さ れ て い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ３ に お い
て 変 動 し て 不 安 定 な 圧 力 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 し か し な が ら 燃 料 ポ ン プ １ ６ と し て 他 の 構
造 を 有 し た ポ ン プ を 用 い る こ と も で き る 。 燃 料 ポ ン プ １ ６ は 燃 料 を 燃 料 タ ン ク １ ３ か ら 燃
料 貯 留 部 １ ７ へ 搬 送 し 、 そ こ か ら 燃 料 は 燃 料 系 路 １ ４ と 電 磁 弁 １ ８ を 介 し て 移 動 管 路 １ ２
に 達 す る 。 燃 料 ポ ン プ １ ６ は 燃 料 貯 留 部 の 中 間 接 続 な し に 直 接 電 磁 弁 １ ８ と 接 続 さ れ て い
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て も よ い 。 燃 焼 室 ５ に 減 圧 弁 ９ が 突 き 出 て い る 。 減 圧 弁 ９ を 介 し て 燃 焼 室 ５ が 空 気 を 抜 か
れ 、 そ の 結 果 、 エ ン ジ ン の 始 動 の 際 に シ リ ン ダ ２ 内 の ピ ス ト ン ７ が 燃 焼 室 ５ の 圧 力 に 抗 し
て 動 か さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 移 送 管 路 １ ２ の 範 囲 に お い て フ ァ ン プ ロ ペ ラ １ １ の 外 側 周 囲 に 配
置 さ れ て い る 。 こ の 範 囲 に お い て 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 冷 却 空 気 の 流 れ に よ っ て 良 好 に 冷
却 さ れ る 。 シ リ ン ダ ２ は 良 好 な 熱 除 去 の た め の 冷 却 リ ブ ２ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は ２ 個 の 固 定 ネ ジ ２ ３ を 介 し て シ リ ン ダ ２ に 固
定 さ れ て い る 。 電 磁 弁 １ ８ の 位 置 は 図 ２ に お い て フ ァ ン プ ロ ペ ラ １ １ の 位 置 と 同 じ よ う に
破 線 で 表 示 さ れ て い る 。 図 に 示 す よ う に 、 取 り 入 れ 口 ４ に エ ア ダ ク ト ２ ７ が 連 通 す る 。 エ
ア ダ ク ト で は ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ ３ を 備 え た 絞 り 弁 ２ ８ が 可 動 に 支 承 さ れ て い る 。 絞 り
弁 ２ ８ の 調 節 を 介 し て 、 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン １ に 供 給 さ れ る 燃 焼 空 気 の 量 が 調 節 さ れ る
。 絞 り 弁 ２ ８ の 上 流 に エ ア フ ィ ル タ ー ２ ９ が 配 置 さ れ 、 こ れ に よ っ て 汚 れ 粒 子 が ２ ス ト ロ
ー ク エ ン ジ ン １ に 達 す る の が 防 が れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ を 備 え た ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン ３ １ を 示 す 。 図 ３ に お い て 等
し い 参 照 番 号 は 図 １ 及 び ２ と 等 し い 部 品 ・ 部 材 を 表 す 。 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ は 燃 料 系 路 １
４ を 介 し て 燃 料 タ ン ク １ ３ に 直 接 接 続 さ れ て い る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ の ケ ー ス ３ ６ に 、
燃 料 タ ン ク 並 び に 、 点 火 プ ラ グ ８ の 点 火 制 御 の た め と 電 磁 弁 １ ８ の 制 御 の た め の Ｃ Ｐ Ｕ が
一 体 化 さ れ 組 み 込 ま れ て い る 。 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ は パ ル ス 系 路 ３ ２ を 介 し て 移 送 管 路 １
２ と 接 続 さ れ て い る 。 パ ル ス 系 路 ３ ２ は 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ に お け る 燃 料 ポ ン プ に 通 じ る
。 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ の 組 み 立 て の た め に 単 に 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ が シ リ ン ダ ２ に ネ ジ 締
め ら れ 、 点 火 モ ジ ュ ー ル ３ ０ が パ ル ス 系 路 ３ ２ 、 燃 料 系 路 １ ４ 及 び 点 火 プ ラ グ ８ 接 続 の た
め の 系 路 １ ９ と 接 続 さ れ て い る 。 点 火 プ ラ グ 接 続 系 路 １ ９ は 送 電 線 で あ る 。 付 加 的 に シ ョ
ー ト ケ ー ブ ル の た め の 接 続 部 が 点 火 モ ジ ュ ー ル に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に 示 さ れ た ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン ４ １ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ３ に 接 し 配 置 さ れ て い る
燃 料 ポ ン プ ４ ２ を 備 え て い る 。 燃 料 ポ ン プ ４ ２ は 、 燃 料 ポ ン プ ４ ２ 乃 至 ク ラ ン ク ケ ー ス ３
に 一 体 化 さ れ た パ ル ス 系 路 を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス ３ と 接 続 さ れ て い る 。 燃 料 ポ ン プ ４ ２
は 燃 料 を 燃 料 タ ン ク １ ３ か ら 燃 料 系 路 １ ４ を 介 し て 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ に 搬 送 す る 。 点 火
モ ジ ュ ー ル ２ ０ に 、 移 送 管 路 １ ２ に 突 き 出 る 噴 射 ノ ズ ル ４ ３ が 一 体 化 さ れ て い る 。 噴 射 ノ
ズ ル ４ ３ に 電 磁 弁 が 一 体 化 さ れ て い る の が 目 的 に 適 っ て い る 。 電 磁 弁 は 例 え ば 噴 射 ノ ズ ル
に 突 き 出 た ニ ー ド ル と し て 形 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 分 離 し た 電 磁 弁 を 噴 射 ノ ズ ル
４ ３ の 上 流 で 点 火 モ ジ ュ ー ル ２ ０ に 一 体 化 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ に 示 さ れ た ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン ５ １ の 場 合 、 燃 料 ポ ン プ ４ ９ は 絞 り 弁 ケ ー ス ３ ４
に 接 し 配 置 さ れ て い る 。 燃 料 ポ ン プ ４ ９ は 燃 料 を 燃 料 タ ン ク １ ３ か ら 燃 料 系 路 ４ ８ を 介 し
て 点 火 モ ジ ュ ー ル に 搬 送 す る 。 燃 料 ポ ン プ ４ ９ は ク ラ ン ク ケ ー ス ３ と 、 シ リ ン ダ ２ の パ ル
ス 系 路 ５ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 接 続 突 部 ４ ７ に エ ア ダ ク ト ２ ７ が つ な が れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 磁 弁 １ ８ の 消 耗 部 品 が 交 換 さ れ 得 る こ と が 想 定 さ れ る 。 燃 料 ポ ン プ の 膜 の よ う な 燃 料
ポ ン プ で の 消 耗 部 品 も 交 換 可 能 で あ る 。 こ れ に よ っ て ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 寿 命 を 長 く
す る こ と が 保 証 さ れ る 。 エ ア ダ ク ト ２ ７ も ま た 、 弁 、 例 え ば 逆 止 弁 を 介 し て 移 送 管 路 １ ２
と 接 続 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 部 分 的 に 切 り 取 っ て 示 す シ リ ン ダ を 有 す る ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 概 略 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ で の 矢 印 Ｉ Ｉ 方 向 に お け る 図 １ の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 １ の 描 写 に 対 応 す る 方 向 で の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 実 施 例 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 描 写 に 対 応 す る 方 向 で の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 実 施 例 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 描 写 に 対 応 す る 方 向 で の ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 実 施 例 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 １ 　 　 ２ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン
　 　 ２ 　 　 シ リ ン ダ
　 　 ３ 　 　 ク ラ ン ク ケ ー ス
　 　 ５ 　 　 燃 焼 室
　 　 ７ 　 　 ピ ス ト ン
　 　 ８ 　 　 点 火 プ ラ グ
　 １ ２ 　 　 移 送 管 路
　 １ ４ 　 　 燃 料 系 路
　 １ ８ 　 　 弁
　 ２ ０ 　 　 点 火 モ ジ ュ ー ル
　 ２ ５ 　 　 ク ラ ン ク シ ャ フ ト
　 ２ ７ 　 　 エ ア ダ ク ト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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